
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

近世仏教説話と教訓 : 大枡小枡の罪科

堤, 邦彦

https://doi.org/10.15017/4741884

出版情報：雅俗. 5, pp.18-21, 1998-01-10. 雅俗の会
バージョン：
権利関係：



鬼
卒
の
呵
責

生
前
の
罪
科
ゆ
え
に
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
う
亡
者
逹
—
'
今

日
、
我
々
は
そ
の
生
々
し
い
あ
り
さ
ま
を
源
信
『
往
生
要
集
』
や

古
代
・
中
世
の
六
道
絵
の
世
界
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
そ
う
し
た
地
獄
思
想
の
民
間
浸
透
は
、
や
が
て
近
世
唱

導
僧
の
法
談
の
な
か
に
、
生
き
な
が
ら
夢
中
に
鬼
卒
の
呵
責
を
受

け
る
積
悪
の
者
の
因
縁
咄
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、

真
百
律
の
布
教
で
名
高
い
蓮
体
（
一
六
六
七
ー
一
七
二
六
）
の
勧

化
本
『
廠
石
集
』
（
元
禄
六
刊
）
巻
一
に
は
「
洛
東
清
水
寺
ノ
前

ニ
テ
巡
礼
者
異
相
ヲ
見
ル
事
」
と
題
し
て
次
の
話
が
み
え
る
。

貞
享
年
中
、
関
東
の
巡
礼
が
清
水
寺
に
通
夜
の
折
、
女
房
を
火

中
に
投
入
れ
責
め
る
二
鬼
の
幻
想
を
ま
の
あ
た
り
に
す
る
。
女
は

三
条
の
糸
屋
某
の
妻
で
、
悪
夢
の
た
め
に
眠
れ
ぬ
病
を
得
て
憔
悴

し
き
っ
て
い
た
が
、
巡
礼
の
見
聞
を
耳
に
し
、
出
家
遁
世
す
る
こ

と
で
や
っ
と
苦
患
を
ま
ぬ
が
れ
る
。
具
体
的
な
女
の
罪
科
を
あ
げ

て
は
い
な
い
も
の
の
、
編
者
蓮
体
の
付
評
に
「
女
人
殊
二
罪
深
ケ

レ
バ
サ
モ
ア
ラ
ソ
カ
シ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
説
話

が
女
人
罪
障
の
こ
と
わ
り
を
示
す
近
時
の
出
来
事
と
し
て
説
教
の

場
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
名
刹
古
寺
を
舞
台
と
す
る
悪
人
呵
責
の
鬼
卒
幻
想

は
、
こ
う
し
た
勧
化
本
の
流
れ
と
は
別
に
、
江
戸
期
の
怪
異
小
説

の
世
界
に
も
同
趣
の
話
群
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
刊
『
宿
直
草
』
巻
二
の
八
「
誓
願
寺
に
て
鬼
に

責
め
ら
る
る
女
の
事
」
、
同
年
刊
『
諸
国
百
物
語
』
巻
五
の
二

「
二
桝
を
つ
か
ひ
て
火
車
に
と
ら
れ
し
事
」
は
、
い
ず
れ
も
洛
中

注
l

誓
願
寺
の
境
内
で
目
撃
さ
れ
た
女
人
悪
報
の
さ
ま
を
描
く
が
、
細

近
世
仏
教
説
話
と
教
訓
ー
大
枡
小
枡
の
罪
科
I
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両
枡
使
い
の
者
の
悪
報
じ
た
い
は
、
遡
れ
ば
す
で
に
平
安
前
期

部
に
こ
だ
わ
る
と
、
鬼
卒
の
責
め
の
原
因
と
な
る
罪
科
を
金
品
横

奪
の
不
正
行
為
に
求
め
た
点
に
お
い
て
、
極
立
つ
特
色
を
み
せ
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
後
者
は
、
大
小
ふ
た
つ
の
計
量
枡
を
用
い
て

米
の
値
を
ご
ま
か
し
た
京
の
米
屋
の
妻
が
、
牛
頭
馬
頭
の
鬼
に
引

き
た
て
ら
れ
て
火
車
に
乗
せ
ら
れ
た
奇
話
を
つ
づ
る
。

罪
深
い
亡
者
を
冥
府
に
連
れ
去
る
「
火
車
」
の
怪
事
は
中
世
六

注
2

道
説
話
以
来
の
宗
教
モ
チ
ー
フ
と
み
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
古
態

の
説
話
様
式
を
ベ
ー
ス
に
、
近
世
町
人
社
会
の
倫
理
観
や
商
道
徳

を
反
映
さ
せ
た
の
が
『
諸
国
百
物
語
』
の
一
篇
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
勧
化
本
と
怪
異
小
説
の
差
異
を
論
拠

と
し
て
、
女
人
成
仏
を
声
高
に
説
い
た
古
代
・
中
世
仏
教
の
教
戒

が
江
戸
期
の
現
世
的
な
教
訓
奇
談
に
す
り
か
わ
る
プ
ロ
セ
ス
を
、

す
ぐ
さ
ま
そ
こ
に
看
取
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
早
計
に

過
ぎ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
金
欲
・
物
欲
の
い
ま
し
め
を
眼
目
と

す
る
教
戒
咄
は
、
儒
•
仏
を
問
わ
ず
、
近
世
の
宗
教
啓
蒙
家
た
ち

が
好
ん
で
扱
う
常
套
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

両
枡
説
話
の
受
容

の
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
二
二
、
二
六
や
『
地
獄
草
紙
』
に
先
縦

が
そ
な
わ
る
が
、
他
方
こ
う
し
た
話
題
は
儒
教
倫
理
の
教
化
啓
蒙

を
重
ん
じ
た
徳
川
政
権
下
の
町
人
社
会
に
い
た
り
、
商
道
徳
の
規

範
を
諭
す
て
だ
て
と
な
っ
て
に
わ
か
に
衆
目
を
あ
つ
め
だ
す
。
経

済
活
動
の
隆
盛
と
い
う
世
俗
の
動
向
を
受
け
て
「
商
」
の
倫
理
を

め
ぐ
る
新
た
な
教
訓
説
話
群
が
都
市
民
衆
に
受
容
さ
れ
て
行
く
。

む
ろ
ん
寛
文
八
・
九
年
（
一
六
六
八
・
九
）
の
幕
府
に
よ
る
枡注3

改
め
と
、
そ
の
後
に
発
布
さ
れ
た
偽
枡
製
造
の
禁
令

・
処
罰
事
件

な
ど
も
、
そ
う
し
た
説
話
の
温
床
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

か
か
る
動
き
は
中
国
教
訓
説
話
の
受
容
と
い
う
側
面
か
ら
も
う

か
が
え
る
。
近
世
初
頭
の
儒
学
者
で
「
近
江
聖
人
」
と
呼
ば
れ
た

中
江
藤
樹
(
-
六

0
八
ー
四
八
）
が
『
鑑
草
』
（
正
保
四
刊
）
巻

六
「
廉
貪
報
」
に
両
枡
の
不
正
で
利
を
得
て
死
後
牛
に
転
生
し
た

元
氏
の
妻
の
末
路
を
訳
出
し
、
異
国
の
悪
報
靡
に
拠
る
教
戒
を
し

る
し
た
の
は
、
か
よ
う
な
話
題
が
日
々
の
商
行
為
を
生
活
の
糧
と

す
る
町
人
層
の
共
感
を
得
や
す
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

さ
ら
に
ま
た
、
唐
種
の
両
枡
説
話
を
引
い
て
の
教
戒
は
、
浅
井

了
意
の
『
堪
忍
記
』
（
万
治
二
刊
）
巻
四
「
梁
の
商
人
雷
に
う
た

れ
し
事
」
や
、
翻
案
系
勧
化
本
の
『
夷
堅
志
和
解
』
（
貞
享
―
―
一
序

刊
）
巻
四
「
強
欲
ナ
ル
人
鮒
卜
秤
卜
大
小
ヲ
コ

シ
ラ
ヘ
タ
ル
酬
ノ
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事
」
な
ど
の
仏
者
の
著
述
に
も
散
見
し
、
両
枡
使
い
の
返
報
と
い

う
テ
ー
マ
が
儒
仏
共
通
の
説
得
性
あ
ふ
れ
る
教
訓
例
話
だ
っ
た
こ

と
を
も
の
が
た
る
。
こ
と
に
後
者
の
場
合
は
、
唐
種
の
『
勧
善
書
』

に
拠
る
悪
報
諒
（
天
雷
に
う
た
れ
た
両
枡
使
い
の
背
に
「
秤
斗
軽

重
」
の
文
字
）
に
つ
づ
け
、
欲
心
の
支
配
す
る
世
間
の
あ
り
さ
ま

を
難
ず
る
左
の
評
言
を
付
す
。
説
話
を
援
用
し
て
信
徒
を
教
化
す

る
法
席
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
点
で
傾
注
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。

モ

ロ

ク

ラ

今
日
ニ
テ
諸
ノ
商
人
ヲ
見
ル
ニ
（
略
）
人
目
ヲ
昏
マ
シ
己
ガ

欲
ヲ
重
ヌ
ル
ヲ
本
ト
ス
ト
見
エ
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
世
ナ
レ
バ
、

ハ
カ
リ
コ
ト

斗
二
大
小
ヲ
モ
コ
シ
ラ
ヘ
、
秤
二
軽
重
ナ
ド
ノ
謀
ヲ
為
ル
人
、

或
ハ
又
有
ヌ
ベ
シ
。
其
故
ハ
、
商
人
二
限
ラ
ズ
、
出
家
侍
ナ

ヤ
ヽ
モ

ス
レ

ド
云
ル
人
ノ
、
物
ヲ
買
二
、
動
バ
秤
目
ヲ
軽
ク
シ
テ
商
人
ヲ

マ

ク

ア

ザ

ム

キ

タ

プ

ラ

カ

サ

ム

ラ

ヒ

又
欺
証
セ
ル
コ
ト
ア
リ
ト
聞
ク
。

（
略
）
土
モ
出
家
モ

ヨ
シ

ソ

ム

キ

ソ

コ
ナ

道
ヲ
背
テ
人
ヲ
害
ヒ
、
己
ヲ
利
、
ソ
テ
其
ヲ
佳
卜
思
ヒ
テ
世

フ
ク
マ
ス

ヲ
渡
ル
者
ハ
、
此
皆
二
斗
ッ
カ
ヒ
ノ
商
人
ナ
ル
ベ
シ
。
何
ゾ

天
道
ノ
恵
有
ソ
カ
。
時
来
ナ
バ
天
罰
目
前
ナ
ル
ベ
シ
。

商
人
は
も
と
よ
り
、
僧
・
武
士
に
い
た
る
ま
で
利
欲
に
ふ
け
る

市
井
の
風
潮
に
警
錨
を
な
ら
し
、
道
義
と
善
行
の
遵
守
を
勧
め
る

語
り
口
に
は
、
『
鑑
草
』
等
の
儒
教
倫
理
書
と
同
質
の
啓
蒙
宗
教

家
の
教
化
態
度
が
う
か
が
え
る
。

庶
民
仏
教
と
商
道
徳

仏
教
的
な
因
果
応
報
の
観
念
を
奸
商
の
末
路
に
か
さ
ね
て
説
こ

う
と
す
る
傾
向
は
、
早
く
室
町
末
の
僧
坊
に
見
出
さ
れ
る
。
奈
良

典
福
寺

・
多
門
院
の
記
録
『
多
門
院
日
記
』
を
ひ
も
と
く
と
、
天

正
四
年
(
-
五
七
六
）
三
月
の
条
に
、
樫
貪
無
法
の
女
の
葬
送
に

際
し
て
火
車
が
飛
来
し
た
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
奇
事
に
対

す
る
編
者
の
所
懐
を
述
べ
、
「
夫
婦
共
二
買
売
ノ
利
潤
ヲ
為
眼
卜

計
ニ
テ
仏
神
―
―
―
宝
ヲ
モ
後
生
菩
提
ヲ
モ
不
知
者
也
」
の
よ
う
に
、

収
利
に
奔
走
す
る
者
の
愚
か
さ
を
指
弾
す
る
。
庶
民
仏
教
と
商
道

徳
の
交
絡
を
示
す
比
較
的
早
い
時
期
の
文
献
資
料
と
い
え
る
だ
ろ

う。
一
方
、
強
欲
無
慈
悲
な
商
い
が
わ
ざ
わ
い
し
て
死
後
に
地
獄
の

責
め
を
受
け
る
こ
と
を
説
く
教
戒
説
話
は
、
近
世
初
期
に
い
た
り

唱
溝
話
材
の
一
類
型
と
し
て
定
着
を
み
る
。
た
と
え
ば
、
石
平
道

人
鈴
木
正
三
の
夜
話
を
あ
つ
め
た
片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
（
寛

文
元
刊
）
に
は
、
庶
民
層
の
経
済
活
動
に
か
ら
め
た
因
果
諏
が
少

な
く
な
い
（
中
巻
五
、

二
0
、
二

ニ
、
二
四
等
）。
そ
の
ひ
と
つ

ッ
カ
マ

「
二
舛
ヲ
用
ル
者
、

雷
二
腿
ル
ヽ

事
付
地
獄
二
落
ル
事
」
（
中
巻

20 



五
）
は
上
述
の
両
枡
説
話
と
同
材
で
あ
る
点
で
興
味
深
い
。
同
章

第
一
話
は
、
近
江
松
原
の
後
家
が
天
雷
の
た
め
に
横
死
し
、
棺
中

の
屍
さ
え
失
せ
た
話
で
あ
る
。
一
話
の
説
話
構
造
は
、
両
枡
使
い

の
被
雷
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
唐
種
の
応
報
諒
と
、
禅
林
の
説
話
に

注
4

し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
火
事
の
奪
屍
諒
を
混
交
さ
せ
た
も
の
だ

ア
ク

が
、
章
末
の
「
此
後
家
、
飽
マ
デ
欲
深
ク
、
二
舛
ヲ
用
テ
一
生
ヲ

ノ
ガ
レ

送
リ
タ
ル
科
也
。
天
罰
遁
ズ
」
と
の
評
言
に
、
こ
う
し
た
例
話
に

託
し
た
正
三
の
教
化
意
図
と
職
業
倫
理
観
が
み
て
と
れ
る
。
つ
づ

く
第
二
話
も
、
生
な
が
ら
立
山
地
獄
に
堕
ち
た
女
の
話
に
こ
と
よ

せ
て
、
こ
れ
こ
そ
「
日
比
商
売
利
潤
ヲ
本
ト
シ
テ
、
舛
二
大
小
ヲ

ヌ
キ

桁
へ
、
人
ヲ
貫
タ
ル
科
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
断
じ
て
お
り
、
正

三
の
商
道
徳
観
を
反
映
し
た
箪
法
と
な
っ
て
い
る
。

じ
つ
は
正
三
に
は
、
士
農
工
商
の
四
民
を
対
象
に
、
各
々
の
職

務
を
仏
道
修
行
の
場
と
考
え
て
努
力
す
べ
き
こ
と
を
教
え
た
『
万

民
徳
用
』
の
著
述
が
あ
り
、
『
因
果
物
語
』
と
同
じ
寛
文
元
年
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
「
商
人
日
用
」
の
条
下
に
は
、

売
買
を
せ
ん
人
は
、
先
得
利
の
益
べ
き
心
づ
か
ひ
を
修
行
す

べ
し
。
其
心
遣
と
云
は
他
の
事
に
あ
ら
ず
。
身
命
を
天
道
に

掬
て
、
一
筋
に
正
直
の
道
を
学
ぶ
べ
し
。

と
の
言
莱
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
「
正
直
の
人
」
に
は
神
仏

の
加
護
が
、
ま
た
「
私
欲
」
の
者
に
は
天
道
の
祟
り
あ
る
こ
と
を

説
き
示
す
。
か
か
る
教
説
を
町
人
社
会
の
日
常
生
活
に
立
脚
し
た

因
縁
咄
に
仕
立
て
た
の
が
『
因
果
物
語
』
の
両
枡
説
話
だ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
近
世
唱
溝
者
の
教
化
活
動
と
奇
談
説
話
の
密
接
な
連

関
を
窺
知
す
る
う
え
か
ら
も
、
こ
の
種
の
事
例
は
等
閑
視
で
き
な

い
だ
ろ
う
。

l

こ
の
他
、
元
禄
二
年
刊
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』

54
「
長
門
国
木

島
加
伯
私
慾
因
果
」
に
も
誓
願
寺
に
ま
つ
わ
る
奸
商
発
心
の
因
縁

が
み
え
、
当
寺
を
縁
と
す
る
同
趣
説
話
の
伝
播
を
想
起
さ
せ
る
。

な
お
木
島
加
伯
の
話
は
『
狗
張
子
』
巻
四
の
八
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

2

拙
稿
「
禅
僧
の
法
力
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
平
5
.
6
)
。

3

『
御
定
書
百
箇
条
』
、
『
科
条
類
典
』
下
5
等
。
後
者
の
貞
享

二
年
の
項
は
、
偽
材
を
用
い
た
江
戸
浅
草
の
商
人
が
獄
門
と
な
っ

た
こ
と
を
載
せ
る
。

4
2
に
同
。 注
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